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　リレーにおけるバトンパスに関する以下の文章の（①）～（⑫）に当てはまる数値を入

れ，最後の問いに答えよ。

　最大加速度 ，トップスピード の陸上選手 がいる。この選手が 走に

チャレンジした。時刻 にスタートライン で静止していた が，号砲とともにスタート

した。 はスタート後一定の加速度 で加速し， 点でトップスピード に達し

た。この後は の一定速度でゴールライン を切った。
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　 の 点での の速度は（①） であり， 点でのは（②） であるために， 間

の平均速度は（③） となる。加速度は 間の速度変化であることから， 点を出発し

た が を通過するまでの時間は（④） となり， 間の距離は（⑤） となる。残りの

間（⑥）ｍを一定の速さ で走るので， 間を走りきる時間は（⑦） であり，

この人の 走のタイムは（⑧） となる。

　次に， がリレーに参加した。先ランナー が，後ランナー にバトンパスする場合に

関して考えてみよう。 も と同じく最大加速度 ，トップスピード である
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とする。

　図２のように原点を とし水平方向に 軸をとる。後ランナー のスタート地点を原点

とし，点 ，点 とする。リレーにおいて，ランナー が で 点に達

した瞬間，後ランナー が をスタートし， 間でバトンパスをしなければならないと

する。この時， は の速度を最後まで保った状態でバトンパスするには 間で

と が同じ位置で同じ速度にならなければならない。そのための条件を考えてみよう。バ

トンパスに時間がかかるので， の中点 で に が追いつき， 間でバトンパスをす

る場合を考える。 間が なので， が に達するまでに（⑨） かかる。 がスター

トした瞬間の速さが（⑩） で， に達した瞬間に になっていなければならない。

が一定の加速度で加速した場合， 間で に達するために必要な加速度の大きさ

は（⑪） である。 は 間で，同じ速度で同じ位置である。 間 を

で両者が走っているので， 間を両者が走る時間は（⑫） 間である。この時間内で確

実にバトンパスすれば成功率が高い。これが理想的なバトンパスである。

問　リレーにおいて のスタートが少し遅れた場合。バトンパスを確実に成功させるため

にはどうすればよいか。 ， ともに最大速度は で最大加速度は である。

速度加速度共に最大値より小さくすることはできるが，最大値を超えることはできない

ものとする。簡単に説明せよ。

 解説

①　 点で静止しているので　 。

②　 点ではトップスピードなので 。

③　 間の平均速度は ＝

④　 で ずつ増えるので になるのに かかる。　

⑤　平均 で なので， 。

⑥　 。

⑦　 を で走るので ＝ 。

⑧　 ＋ ＝ 。

⑨　 を で走るので　 ＝

⑩　スタート直後なので　

⑪　 で 速くならなければならないので

⑫　 を で走るので

問　 が速度を落とす。
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